
資料５ 

１ 市民意識調査   

 ・市の重要課題などについて、市民の意見を把握し、今後の市政運営の 

  方向性を探るための基礎資料とすることを目的に実施。 

 ・調査対象： 市内に居住する 18 歳以上の男女 2,500 人（無作為抽出） 

 ・調査期間： 平成 27 年 6 月～7 月（郵送回収） 

 ・回答率：   50％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
 
■福井市に住み続けたい人の割合 

H22 調査  80.3％                    

・ずっと住み続けたい 70.2％ 

・できれば市内の他の地へ移りたい 10.1％ 

⇒ H27 調査  88.0％                   

・住み続けたい 66.7％ 

・事情が許せば住み続けたい 21.3％ 

  ・福井市に住み続けいたい人の割合はＨ22 調査時よりも増えている。 

  市民意識調査結果ならびに総合計画に関する意見募集について 

■満足度評価点と重要度評価点の関係 

 ・全体では、満足度評価点は１６政策のうち１２がプラスとなって
おり、今回の調査においては、市の政策についておおむね満
足の評価が得られたといえる。 

 ・重要度評価点は、全ての政策がプラスとなっているが、「安
全・安心」、「福祉」といった政策の評価点が特に高くなってい
る。 

 ・満足度評価点と重要度評価点の関係を見ると、平成２４年度
の調査開始から、一貫して各政策のゾーン位置に大きな変化
はみられない中、昨年度調査と比べて、今年度は「２ 社会基
盤」がＡゾーンに、「７ 住みよいまち」がＢゾーンにそれぞれ移
動した。 
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２ 総合計画に関する意見募集   

  ・募集方法： 市ホームページに素案等を掲載し、提出様式・方法は自由な形式で募集 

  ・募集期間： 平成 27 年 6 月 22 日～8 月 21 日 

  ・提出件数： 6 件 

■提出された意見（内容で分類） 
まちづくりについて 

 ・まちづくりのあり方として、どこに住宅を集中的に整備して住環境を整えていくのか、また、住宅の総量管理について、都市計画や住宅政策の中で考えていくべき課

題である。総合計画の中にきちんと盛り込んでいくべき。 

・生活環境が様々な市民一人ひとりにとって、福井市がどのようなまちになるのかよく分からない。 

・市が何をするから住みやすい、住み続けたいまちになるのか。反対に、しないと市民の生活がこんなふうに悪くなる、という実例を示すと理解しやすいのではないか。 

・増加する空き家を利用したＵＩターン政策と耐震問題が懸念される公共施設の撤去を進めてほしい。 

・公民館にまちづくりに関する全てを求めるのではなく、行政と住民が密接に話し合える場が大事である。 

公共交通について 

 ・自宅から職場までバス通勤をする際、福井駅で乗継が必要となる。コミュニティバスと京福バスの乗継ぎ利便性を高めてほしい。（時間のロスや運賃が負担） 

・通勤・通学の時間帯には、京福バスだけではとても処理出来ていない路線がある。通勤・通学の時間帯に限り、コミュニティバスが京福バスの運行を手助けできる

様な体制をとれないか。 

・福井駅付近だけでなく、エルパ等商業施設付近にもコミュニティバスのターミナルがあると利便性が向上する。 

雇用について 

 ・人口減少対策は、都会の子供を福井に移住させる必要があり、そのためには働き口が必要。蕎麦職人の養成と就職などを福井市が積極的に行ってはどうか。 

観光について 

 ・福井市には、自然・歴史（神社や仏閣も含め）・偉人等多くの観光資源があり、プラネタリウム等の新しい魅力ある施設もできつつある。これらを活かし観光産業に積

極的に取り組んでほしい。 

・過疎化が進む殿下、越廼、国見地区の道路整備や観光地の整備等で活性化に取り組んでほしい。 

・眼鏡や繊維等の更なる輸出ができるように、観光だけでない国際交流が求められる。 

・福井駅にある恐竜モニュメントは人気スポットなので、金沢との差をつけるためにも福井駅から観光客が見える位置に置き、恐竜王国、美の町、繊維の町、歴史の

町、オシャレな町をアピールしてほしい。 

計画全体について 

 ・基本目標、政策はわかりやすくて共感できる。 

・施策以降について、みだしと内容が一致していないもの、項目によっては内容が足りないものがあるように感じる。 

・施策の方向性にあるように、セクションごとに単独で事業を実施するよりも、関係のあるものは協調して実施するなど無駄を省き、効果を上げるような取組みも必要。 

 


